
リンパ管新生（lymphangiogenesis）：リンパ管は生体内の

恒常性の維持や免疫応答など生理的に重要な役割を担って

いるだけでなく，炎症や悪性腫瘍の転移などの病的状態に

も関与している．リンパ管の形成異常はリンパ浮腫などの

原因となり，一方でリンパ管は癌細胞のリンパ節転移の主

要経路となる．リンパ管内皮細胞の特異的マーカーとして

は LYVE１，podoplanin／aggrus，Prox１などが知られてい

る．リンパ管新生には多くの増殖因子やシグナルが関与す

るが，中でも VEGF-C／Dとその受容体（VEGFR３）は最

も重要である．またホメオボックス転写因子 Prox１は静脈

血管内皮細胞において発現し，VEGFR３や LYVE１などの

発現を誘導することによってリンパ管内皮細胞分化を誘導

するリンパ管発生のマスター因子として作用することが知

られている．

（宮園浩平 東京大院医）

アンジオポエチン関連増殖因子（Angiopoietin-related

Growth Factor（AGF））：血管制御因子アンジオポエチン

（Angiopoietin; Angpt）ファミリーに構造上の特徴である N

末側の Coiled-coilドメインと C末側の Fibrinogen-likeドメ

インを有するが Angpt受容体（Tie２）に結合しない７つの

アンジオポエチン様因子（Angiopoietin-like protein; Angptl）

が同定されている．その中で，Angiopoietin-related Growth

Factor（AGF）（現在，遺伝子名として nomenclature commit-

teeにより Angiopoietin-like protein６; Angptl６と命名されて

いる）は，２００３年に Oikeらが血管新生及び皮膚表皮細胞

増殖作用を有する創傷治癒促進因子として報告した．その

後，抗肥満因子としての作用も明らかとなっている．

（尾池雄一 熊本大院医）

単為発生（Parthenogenesis）：雌性生殖細胞の卵子が受精

することなく発生を開始することで，単為生殖ともいう．

有性生殖に分類され，半数体と２倍体がある．昆虫をはじ

めハ虫類や鳥類においても単為発生により個体発生が可能

であるが，ほ乳類ではゲノムインプリント機構により単為

発生胚は発生初期に必ず致死となる．実験発生学的には，

電気刺激，低温刺激，エタノール刺激など様々な人為的処

置により単為発生を誘起できる．また，核移植により受精

卵から卵子ゲノムあるいは精子ゲノムのみを持つ雌核発生

胚（Gynogenesis）および雄核発生胚（Androgenesis）を作

出できる．ヒトの胞状奇胎は，自然発生した雄核発生胚に

由来する．最近，インプリント遺伝子の発現を雄型に調節

した卵子からマウスが誕生したが，単為発生と区別するた

めに二母性マウスと呼ばれる．

（河野友宏 東京農大応用生物科学）

Izumo：放出された精子はそのままでは受精能力を持た

ず，頭部の細胞膜が先体膜と融合を起こす先体反応と呼ば

れる形態的な変化を経てはじめて卵子と融合できるように

なる．先体反応を終えたマウス精子に特異的に反応し，卵

子との融合を阻害するモノクローン抗体が作製され，その

抗原として同定されたのが IZUMOタンパク質である．

IZUMOは精子にのみ存在しており Igドメインを１つ持つ

イムノグロブリンスーパーファミリータンパク質で，マウ

スでは３９７アミノ酸からなっている．Izumo 遺伝子をノッ

クアウトすると雄は完全に不妊となる．IZUMOを持たな

い精子は正常に見えるが卵子との融合を全く起こせなくな

る．卵子側で融合にかかわる因子として CD９が証明され

ていたが，Izumoは精子側の因子として証明された初めて

の遺伝子である．CD９と IZUMOがどのように相互作用す

るのかについてはわかっていない．

（岡部 勝 大阪大微研）
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